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  此の度光栄にも中国政府友誼奨を受賞いたしました。 

 この賞は中国の発展に貢献した外国人に中国政府が授与する最高の名誉賞だ

そうです。今年は世界各国から 50人が受賞し、そのうちの 1人に私も選ばれま

した。 

私の受賞理由は 2001年からの植林活動に対し、中国政府が自然環境保護に貢献

したとして顕彰したようです。 

 しかし、小生の植林活動は多くの皆様のご協力により実現したものであり、私

がこの光栄に浴するのはなんとも面映く、僭越に思います。 

振り返りますと 2001 年から今日まで 28 回の植林事業に携わりましたが、その

都度中国の全青連の皆さんや日本の友愛のメンバーにご指導ご支援いただき、

私はたまたま健康でチームの一員として参加できただけのように思います。 

そんな経緯を考えますと、この受賞は全青連、友愛の皆さんの受賞であり、私は

その代表として式典等、参加できたものと存じています。 

 また、この植林活動の原点は日本政府の小渕基金であり、小渕基金関係者にま

ずもって受賞の報告と御礼を申し上げる次第です。また今日まで私の生活や健

康を支えて下さった弊社の社員や友人知人の方々にも改めて感謝申し上げたい

と存じます。 

 授賞式の模様について若干記しますと、9 月 29 日午後、人民大会堂で馬副総

理が出席され、一人一人に直接表彰状と勲章を手渡され、記念撮影を行いました。 

9 月 30 日は 16 時 50 分から同人民大会堂の広間で李克強総理と全員の記念撮影

があり、最前列の出席者だけが李克強総理と二人の副総理に対面し、握手しまし

た。私も最前列でしたので、その恩恵に与りました。その後李克強総理は全員を

前にしておよそ 10分挨拶し、式典を終了しました。 

続いて 17時 30分から同大会堂での国慶節晩餐会に招待されました。この席は 8

人掛の丸テーブルが 300 席あるそうで、習主席、李総理ご列席のもと世界各国

の招待者とともに生まれて初めての大宴会を体験し、中国の底力に触れた感じ

でした。 

私にとって植林とは、人の心と心を繋ぐ絆であり、緑は人に幸せと平和を齎すシ

ンボルです。国と国には国境がありますが人の心に国境はありません。来年も中

国の皆さんとともに植林できますよう念願します。 

 中国政府友誼奨受賞にあたり、お世話になりましたすべての皆様に厚く御礼

申し上げます。 



 


